
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
、
、
、
躍
．
，
　
の
　
、
≡
、
馨
，
、

　
、
浄
嚢
、
・
．
中
…
撒
、
蹴
ー
瓢
繍
、
　
繍
．
、

　
’
、
盤
響
，
醐
灘
’
　
　
離
　
・
■
　
♂

、
．
・
叢
鰯
、
．
難
．
聾
灘
湿
、
騒
，
蓼

、
灘
鯉
，
．
鰯
、
礁
議
、
塵
、
鉱

　
　
㈱
難
懸
　
蟹
鐙
灘
盤
　
雛
　
』
　
華
”
　
　
翼

　
　
　
　
　
き

藩
曝
難
慧
翻
麗
灘
礁
、
溺
．
・
　
』
、

懸・

馨

鐡

《人ロの動き》

11月1日現在

　　　　　　　　　　　　　難
　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　　縫

　　　　　　　　　　　　馨
　　　　　　　　　　　　轟

　　　　　　　　　　　　彗
　　　　　　　　　　　　馨
　　　　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　　　　　　華

　　　　　　　　　　　　糞
　　　　　　　　　　　　　　　　ン，　・　　　　　　　　　　　　　　　　　灘鑓

　　　　　　　　　　　灘毒

職P霞一，灘遍、圃謹魑

　　　　　　　　　　　　　　轟

　　　　　　捜懸㈱
　　　　塵　一一瓢簾．、繍1『’
　　　　瓶、　　蕪
　　　　　　　『艦

　　　醐躍鞭懇、囲灘

　　　　　　　　　　　　　　嚢鍵灘撫懸騰轍

　　　　　　　　　　　　　　　　撫

　　　　　　　　　　　　　　　鑛灘懸魏

　’饗灘
　灘　　・・　　　　　．睡撒朧、．

　　　窪．，麟戦華躍苺聾纏

　　　　　欝馨繋　　　　難
　　　　　灘蒙　　　轍懸雛
　　　　　　灘購　　　　　　騒

男2，907（一〇）女2，942（一4）計5，849（一4）

出生6　死亡8　転入14　転出16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謙

観

糊燃蝿一

灘

鞭
．

嚢

騨

訟盤躍嵩櫻
　　懸雛◎騒懸叢鋸．
導…i畷懸　蘂・弼．　．

世帯数1，637（一4）
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秋の叙勲
　
人
目
に
つ
か
な
い
分
野
で
　
昭
和

十
五
年
以
来
四
十
五
年
間
、
医
師
と

し
て
へ
き
地
医
療
に
従
事
し
た
松
代

町
蒲
生
の
室
岡
大
刀
男
さ
ん
が
勲
五

等
双
光
旭
日
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
昭
和
十
五
年
父
の
開
業

し
て
い
た
室
岡
医
院
に
勤
務
、
以
後

父
の
死
亡
後
院
長
と
し
て
住
民
の
診

療
に
あ
た
っ
た
が
、
当
時
の
住
民
の

医
療
に
対
す
る
知
識
は
乏
し
く
、
ま

た
所
得
水
準
も
低
か
っ
た
た
め
危
篤

状
態
に
な
っ
て
や
っ
と
医
師
の
診
断

を
あ
お
ぐ
と
い
う
よ
う
な
あ
り
さ
ま

で
あ
っ
た
。
毎
日
の
診
療
に
併
せ
て

衛
生
思
想
の
啓
蒙
、
普
及
、
予
防
に

も
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
山
平
地
区
の
道
路
事
情
は
極
め

て
悪
く
、
徒
歩
に
よ
る
往
診
が
つ
づ

勲
五
等

へ
き
地
医
療
4
5
年
の
室
岡
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、き

　
道
路
の
改
良
補
修
が
進
む
に
つ

れ
て
バ
イ
ク
で
単
身
往
診
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
メ
ー

ト
ル
の
積
雪
に
埋
れ
る
半
年
に
及
ぶ

冬
期
間
は
、
雪
崩
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
四
キ
ロ
か
ら
五
キ
ロ
も
あ

る
雪
原
を
カ
ン
ジ
キ
を
か
け
て
往
診

し
、
帰
宅
は
深
夜
に
な
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　
住
民
の
朝
早
く
か
ら
の
診
察
、
夜

遅
く
の
救
急
診
療
に
つ
い
て
も
気
軽

に
応
じ
、
特
に
夏
場
の
暑
い
時
期
な

ど
は
、
病
気
の
重
い
方
、
高
齢
者
の

健
康
、
家
族
の
多
忙
等
を
考
え
、
朝

の
涼
し
い
う
ち
に
診
療
を
済
ま
せ
る

よ
う
に
勧
め
、
自
ら
早
朝
か
ら
診
療

を
行
っ
た
。

　
町
が
行
う
老
人
健
康
審
査
、
循
環

検
診
、
そ
の
他
の
各
種
検
診
及
び
日

本
脳
炎
予
防
接
種
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
各
種
予
防
注
射
等
の
事
業
に

は
積
極
的
に
指
導
協
力
を
し
、
住
民

の
疾
病
予
防
に
尽
く
し
た
。

　
近
年
の
若
者
の
流
出
に
よ
る
過
疎

化
か
ら
、
疾
病
の
罹
患
率
が
高
ま
り

往
診
件
数
が
多
く
な
っ
た
が
、
七
十

才
を
超
え
た
現
在
も
な
お
、
自
ら
．
の

健
康
に
腐
心
し
時
間
外
の
診
察
も
拒

む
こ
と
な
く
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
学
校

医
と
し
て
昭
和
三
十
四
年
以
来
一
回

の
全
児
童
・
生
徒
の
健
康
診
断
及
び

新
入
学
・
入
所
児
童
の
健
康
診
断
、

日
常
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
健
康
管

理
に
心
を
く
だ
い
て
い
る
。

　
へ
き
地
開
業
医
師
と
し
て
現
在
に

至
る
ま
で
四
十
六
年
間
、
医
療
対
策

に
尽
く
し
、
地
域
住
民
の
健
康
保
持

に
大
き
な
功
績
が
あ
り
、
ま
た
、
こ

の
間
松
代
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
地
域
医
療
の
充
実

に
尽
く
し
た
功
績
は
顕
著
で
あ
る
こ

と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
松
代
町
か
ら
も
長
年
の
住

民
健
康
保
持
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を

た
た
え
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

地域の医療に三十年

大
正
医
院
院
長
を
表
彰

　
大
正
医
院
　
関
谷
甲
子
夫
院
長
は

戦
後
の
過
渡
期
、
生
活
物
資
は
言
う

に
及
ば
ず
、
殊
に
医
療
物
資
の
不
足

に
加
え
、
医
療
器
機
の
不
便
な
時
代

ま
し
て
や
、
豪
積
雪
に
埋
れ
る
冬
期

間
の
往
診
等
々
そ
の
苦
労
は
枚
挙
に

い
と
ま
あ
り
ま
せ
ん
。

　
総
合
検
診
、
出
稼
検
診
、
各
種
予

防
接
種
、
予
防
医
学
の
指
導
等
に
積

　
日
本
画
家

　
　
　
日
本
画
二
点

　
松
代
町
大
字
小
荒
戸
出
身
（
埼
玉

県
所
沢
市
）
の
富
澤
順
平
（
本
名
重

作
）
画
人
が
『
紅
梅
翠
扇
』
大
き
く

羽
根
を
広
げ
た
孔
雀
の
姿
を
扇
面
に

見
立
て
、
咲
き
誇
る
紅
梅
を
配
し
た

構
想
で
あ
る
）
　
『
白
樺
林
初
秋
』
（
台

風
を
気
に
し
な
が
ら
仲
間
と
共
に
野

の
花
咲
く
爽
秋
の
赤
城
山
へ
、
白
樺

極
的
に
ご
尽
力
下
さ
れ
た
と
と
も
に

小
・
中
・
高
校
の
学
校
医
、
保
育
園

の
嘱
託
医
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
、
郡
の
医
師
会
副
会
長
及

び
そ
の
他
役
職
員
等
を
歴
任
、
地
域

医
療
一
途
に
三
十
年
間
尽
さ
れ
ま
し

た
功
績
に
よ
り
、
こ
の
程
十
一
月
、

松
代
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

富
澤
順
平
画
人

　
　
　
　
松
代
町
へ
寄
贈
さ
れ
る

林
を
訪
ね
て
の
作
品
）

　
な
お
、
松
代
中
学
校
『
島
』
を
始

め
町
内
の
お
寺
さ
ん
に
七
点
の
作
品

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
政
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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中
子
部
落
と
片
桐
山
部
落
の
間
を

流
れ
る
渋
海
川
に
橋
長
八
九
米
、
幅

員
六
米
（
町
道
中
子
・
片
桐
山
線
、

総
事
業
費
二
億
五
千
五
百
万
円
、
取

付
道
百
七
一
米
を
含
む
）
が
完
成
し

十
一
月
十
一
日
竣
功
式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
橋
の
完
成
に
よ
り
、
こ
の
地

区
の
無
雪
化
が
で
き
冬
期
間
の
通
行

が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
雪
崩
に
よ
り

人
命
に
及
ぼ
す
災
害
の
懸
念
が
解
消

し
、
ま
た
地
域
発
展
や
住
民
の
日
常

生
活
の
向
上
な
ど
、
こ
の
橋
に
期
待

す
る
も
の
は
大
き
い
。

・
簾

渡
り
ぞ
め

　
斉
木
篤
義
ご
・
、
イ
夫
妻
（
中
　
子
）

　
佐
藤
吉
松
・
ミ
エ
夫
妻
（
滝
　
沢
）

　
山
岸
武
一
・
律
子
夫
妻
（
片
桐
山
）

〈
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟

旱　田大学松代セミナーハウス完成　，、，・潮

　　　　　　　　　　　　松代町大字蒲生地内（旧蜷、宝禰跡i地）

翻差

鐵麟

肇

簗

灘

馨
、
鰍

灘繍…熊灘

馨
　
　
　
．

　棚驚一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　議

　　　　　　　　　　　響　　　　　　　騰
　　　　　響
　　　　麗　　難一』
鐵

　　　　　　　　　　轟　　　　　　　饗　　　　　聖

　
早
稲
田
大
学
の
校
外
施
設
『
早
稲

田
大
学
松
代
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
』
仮

称
が
松
代
町
大
字
蒲
生
に
完
成
し
た
。

　
大
学
側
か
ら
清
水
望
施
設
担
当
常

任
理
事
を
始
め
四
十
人
が
出
席
し
、

町
か
ら
は
秋
山
町
長
、
関
係
者
三
十

人
が
参
加
し
て
完
工
式
が
去
る
十
月

三
十
日
行
わ
れ
た
。

　
新
し
い
拠
点
の
完
成
は
、
学
生
の

訪
れ
る
町
づ
く
り
の
当
町
に
と
っ
て
、

確
実
な
発
展
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

り
、
喜
び
と
期
待
は
大
き
い
。

　
　
〉
　
二
百
七
十
度
に
展
開
す
る
素
晴
ら

　
　
　
し
い
眺
望
を
重
視
し
、
食
堂
か
ら
余

　
　
　
す
と
こ
ろ
な
く
楽
し
め
る
よ
う
に
、

　
　
　
二
階
の
東
端
に
配
置
し
て
あ
る
。

▲
　
一
階
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

　
二
階
を
木
造
と
す
る
な
ど
、
変
化
に

富
ん
だ
外
観
が
イ
ン
テ
リ
ア
を
生
み

　
出
し
て
い
る
。



51””””””II”“1こうほう・まつだい（H月号）

　
町
で
は
、
一
才
六
か
月
児
、
二
才

児
、
三
才
児
の
歯
科
健
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
（
二
才
、
三
才
児
年
2
回
）

　
健
診
の
受
診
者
と
、
む
し
歯
を
も

っ
て
い
る
子
の
割
合
、
一
人
あ
た
り

の
む
し
歯
の
本
数
は
、
表
1
の
と
お

り
で
、
一
才
六
か
月
児
で
、
す
で
に

む
し
歯
の
子
は
、
一
五
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
、
一
人
あ
た
り
の
む
し
歯
の
数

は
○
・
八
五
本
と
な
り
ま
す
。
二
才

六
か
月
児
で
は
、
八
一
・
八
八
パ
ー

セ
ン
ト
の
三
・
七
本
、
三
才
六
か
月

児
で
は
、
九
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の

八
・
五
本
と
な
り
、
む
し
歯
の
な
い

子
が
非
常
に
少
な
く
な
り
、
二
十
本

全
部
が
、
む
し
歯
に
な
っ
て
い
る
子

も
い
ま
す
。

　
秋
の
健
診
を
受
け
た
七
十
一
人
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
む
し
歯
の
な

い
子
十
八
人
と
、
む
し
歯
の
あ
る
子

五
十
三
人
を
比
べ
て
み
ま
し
た
。

　
お
や
つ
の
時
間
に
つ
い
て
、
む
し

歯
の
な
い
子
は
、
六
一
パ
ー
セ
ン
ト

が
、
決
ま
っ
て
い
る
か
、
大
体
決
ま

っ
て
い
る
に
対
し
、
む
し
歯
の
あ
る

子
の
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
全
然

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
又
、
子
供
が

歯
を
み
が
い
た
後
、
親
が
さ
ら
に
み

が
い
て
あ
げ
る
仕
上
げ
み
が
き
に
つ

い
て
は
、
む
し
歯
の
な
い
子
も
あ
る

⑳

子
も
、
そ
う
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
子
供
達
が
食
べ
て
い
る
お
や

つ
に
つ
い
て
、
ベ
ス
ト
5
ま
で
出
し

て
み
ま
す
と
、
む
し
歯
の
あ
る
子
に

甘
い
も
の
が
多
い
様
で
す
。

　
次
に
、
む
し
歯
の
な
い
子
と
、
む

し
歯
の
あ
る
子
の
中
で
も
、
1
0
本
以

上
む
し
歯
の
あ
る
子
を
比
べ
て
み
ま

す
と
そ
の
差
は
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

む
し
歯
を
1
0
本
以
上
あ
る
子
は
、
お

や
つ
の
時
間
の
決
ま
っ
て
い
な
い
子

が
、
七
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
仕
上
げ

み
が
き
も
、
毎
日
し
て
も
ら
っ
て
い

　
　
　
　
　
ゆ

な
い
子
は
、
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
お

や
つ
も
甘
い
お
か
し
が
多
い
様
で
す
。

又
、
昼
間
の
保
育
者
は
、
む
し
歯
の

な
い
子
も
あ
る
子
も
母
親
と
祖
母
が

同
数
で
し
た
．

　
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
は
、
町
で

も
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ
ソ
塗
布
、
サ

ホ
ラ
イ
ド
塗
布
、
フ
ッ
ソ
の
ブ
ク
ブ

ク
う
が
い
等
、
や
っ
て
い
ま
す
が
、

家
庭
で
も
、
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
は
甘
い
物
が
好
き
で
、
満
腹

に
な
る
ま
で
食
べ
ま
す
。
大
人
は
、

お
や
つ
の
時
間
と
量
と
、
お
や
つ
の

中
味
を
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
中
に
、
さ
つ
ま
い
も
や
、

か
ぼ
ち
ゃ
を
、
お
や
つ
に
し
て
い
ら

れ
る
人
も
い
ま
し
た
。
又
お
や
つ
に

ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

つ
け
も
の
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
が
、

し
ょ
っ
ぱ
い
お
や
つ
も
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
家
で
は
や
ら
な
い
様

に
し
て
い
る
が
、
甘
い
お
や
つ
を
も

ら
う
の
で
と
い
う
声
も
多
く
聞
き
ま

す
の
で
、
近
所
の
子
供
に
あ
げ
る
お

や
つ
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
仕
上
げ
み
が
き
も
、
き
ち
ん
と
し

て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
子
供
の
む
し
歯
は
、
大
人
の
責
任

で
す
．

歯科健診の結果（61年度）表1

1才6か月児 2　才　児 2才半児 3　才　児 3才半児
受診者26人 59人 22人 49人 22人

15．4
／／

％

　　59！3
　　！／　　％

●●
●Q3・1本

73イ5！％

●○
●の4・7本

9

　90。9
　　／　　％

●●●
●●●8．5本

●働爵

鱒0．85本

榊

　　81！8
　　／■
　　％

●0
●83・7本

（61．10．28～29）歯科健診アンケート結果表2

むし歯が10本以上の子　14人

　　　（昼間の保育者　祖母7人、母7人）

　○おやつの時間　決まっている　0人

　　　　　　　大体4人（28．6％）
　　　　　　　不規則10人（71．4％）

　○しあげみがき毎　日7人（50．0％）

　　　　　　　時　　々　4人（28．6％）

　　　　　　　していない　3人（21．4％）

◎おやつベスト5

　1．せんべい

　
　
－
　
0

”
紗
麹

癬
・
へ

　
　
　
　
ρ
〃

　
　
　
　
　
　
　
広
人

　
　
　
　
　
　
　
1
　
0

の
め
ム
コ

も
　
　
　
，
　
子
子

　
　
　
　
　
ヨ
順

だ
　
　
　
　
　
ー
1
2

く
あ
ガ
チ
生
第
第

乞
3
生
翫
出

　
　
　
　
　
　
○

第3子　3人

むし歯のない子18人（昼間の保育者祖母9人、母9人）

○おやつの時間　決まっている　7人（38．9％）　◎おやつベスト5

　　　　　　大体4人（22．2％）　1．せんべい
　　　　　　不規則7人（38．9％）　　2．くだもの

○しあげみがき毎　日13人（72．2％）　3．牛乳

　　　　　　時　々4人（22．2％）　4．あめ
　　　　　　していない　1人（5．6％）　　5．スナック菓子

○出生順位1慰癒一

◎おやつベスト5

　1．くだもの

　2．せんべい

　3．チョコ

　4．ガ　ム

　5．あ　め

むし歯のある子　53人
　○おやつの時間　決まっている　4人（7．5％）

　　　　　　　大　体20人（37．8％）

　　　　　　　不規則29人（54．7％）

　Oしあげみがき毎　日33人（62．3％）

　　　　　　　時　　々　15人（28．3％）

　　　　　　　していない　5人（9．4％）
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農
業
の
近
代
化
を
目
指
し
、
あ
す

の
農
業
の
担
い
手
と
な
る
優
れ
た
農

業
者
・
団
体
を
表
彰
し
、
町
農
業
発

展
の
一
助
と
す
る
と
と
も
に
農
業
に

対
す
る
町
民
的
理
解
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
松
代
町

農
業
賞
」
に
本
年
度
は
集
団
の
部
で

莇
平
共
同
畜
舎
利
用
組
合
（
代
表
高

橋
紀
元
氏
）
が
、
個
人
の
部
で
蓬
平

の
若
井
君
男
（
屋
号
ま
つ
べ
い
）
さ

ん
が
選
ば
れ
、
十
一
月
二
日
町
農
業

祭
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
莇
平
共
同
畜
舎
利
用

組
合
は
、
稲
作
＋
肉
用
牛
の
複
合
経

営
を
目
指
す
五
戸
の
農
家
が
、
昭
和

五
六
年
に
ア
パ
ー
ト
方
式
の
共
同
畜莇平共同畜舎利用組合の代表者

⑰

舎
（
三
十
頭
規
模
）
を
建
設
し
、
肉

用
牛
部
門
の
規
模
拡
大
を
図
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
転
作
田
を
利
用

し
た
青
刈
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
や

飼
料
畑
や
採
草
地
を
造
成
し
た
り
、

身
近
に
あ
る
山
野
草
も
積
極
的
に
利

用
し
て
粗
飼
料
の
確
保
を
し
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

共
同
畜
舎
の
利
点
と
も
言
え
る
飼
育

管
理
技
術
の
向
上
や
、
労
働
面
の
補

完
な
ど
良
い
意
味
で
の
競
争
に
よ
り

お
互
い
の
成
績
が
向
上
し
、
く
び
き

子
牛
共
進
会
で
は
最
優
秀
賞
を
は
じ

め
、
毎
回
入
賞
の
栄
を
得
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
部
で
表
彰
さ
れ
た
若
井
君

男
さ
ん
は
、
「
水
稲
＋
養
蚕
＋
畜
産
」

と
い
う
当
町
で
は
数
少
な
い
複
合
経

営
を
行
っ
て
い
る
青
年
農
業
士
で
あ

り
ま
す
。
特
に
養
蚕
部
門
は
、
昔
は

当
町
で
は
広
く
普
及
し
複
合
経
営
の

基
幹
で
あ
り
ま
し
た
が
、
年
々
減
少

第
2
回
良
質
米
多
収
穫
共
励
会

講

んさ男君蓬平、若井
　
し
、
今
で
は
蓬
平
の
九
戸
と
犬
伏
の

　
一
戸
が
最
後
の
ト
リ
デ
と
し
て
頑
張

　
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
若
井
さ
ん
は
家

　
族
ぐ
る
み
で
養
蚕
農
家
の
リ
ー
ダ
ー

　
と
な
り
な
が
ら
、
桑
園
の
改
良
・
施

　
設
の
整
備
な
ど
積
極
的
に
行
い
、
高

　
能
率
養
蚕
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
若
い
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ
の

　
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
て
い
る
こ

　
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
厳

　
し
い
農
業
情
勢
の
時
で
あ
り
ま
す
が

　
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で

　
あ
り
ま
す
。

　
　
水
稲
の
振
興
を
図
り
、
栽
培
技
術

　
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
て
昨
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
多
収
穫
共

　
励
会
に
、
本
年
は
町
内
の
農
協
青
壮

　
年
部
の
推
せ
ん
を
受
け
た
農
家
が
応

　
募
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
で
二
九
点
、

　
五
百
万
石
の
部
で
一
五
点
の
合
計
四

　
四
点
が
春
か
ら
多
収
穫
の
技
術
を
競

　
い
合
い
ま
し
た
。

　
　
坪
刈
に
よ
る
十
ア
ー
ル
当
り
の
収

　
量
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に

　
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
で
反
収
六
五
五
・

　
五
㎏
を
あ
げ
た
儀
明
の
小
堺
俊
夫
さ

　
ん
が
、
五
百
万
石
の
部
で
五
五
二
・

　
二
㎏
の
池
尻
の
若
井
一
男
さ
ん
が
獲

　
得
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
優
秀
な
農
家
と

　
共
に
去
る
十
一
月
二
日
の
町
農
業
祭

　
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
ペ
ー
ジ
ヘ
）

，
…
嚇
冒
∫
＝
甲
・
一
一
一
一
一
三
響
り
．
一
」
：
＝
．
り
一
慮
一
＝
，
一
一
一
一
p
一
＝
■
・
一
＝
一
ぞ
＝
．
．
．
置
一
三
．
。
一
響
一
，
＝
・
＝
一
．
」
＝
＝
一
甲
一
響
一
三
－
一
申
の
－
，
＝
・
響
騨
層
一
一
一
三
一
．
9
．
一
盧
三
一
一
．
．
9
一
＝
二
一
甲
り
㎏



（
八
ぺ
ー
ジ
ヘ
）

Il”II””II”1”1”71”Illl”III”IIII”こうほう・まつだい（II月号）1”llll”1””ll”Illll””IIIII”IIIllllIII川llllII”III“lill””Ill

　昭和61年第2回良質米多収穫共励会表彰者

部落名 氏　　　　名
10アール当り

精玄米重

コ
　
シ
　
ヒ
　
カ
　
リ
　
の
　
部

最優秀賞 儀　　明 小　　堺　　俊　　夫 655．5

優　秀　賞 会　　沢 小　野　島　正　市 589．2

〃 小荒戸 富　　沢　　政　　和 568．1

優　良　賞 儀　　明 小　　堺　　長　　一 562．3

〃 田野倉 池　　田　　光　　雄 558．1

〃 松　　代 市　　川　平　三　郎 549．2

五
　
百
　
万
　
石
　
の
　
部

最優秀賞 池　　尻 若　　井　　一　　男 552．2

優　秀　賞 東　　山 山　　岸　　正　　康 512．9

〃 小荒戸 山　賀　喜　四　郎 512．1

優　良　賞 峠 横　　尾　　武　　男 498．4

〃 松　　代 小　　堺　　貞　　男 497．6

〃 蓬　　平 若　　井　　正　　利 497．O

lIIll”Ill”Ill川ill川ll川1川i”川”III川”Ill”ll川”ll”ll川1川IIII”1”ll川川II川III川IIliI

　　　　　　含　　　　　　父　　　　鰍　鞭騨騰磯1
　　　　　　ジ　藤　　　　♂　　　　　　萎よ　　　　　　1り　　　㍗’　蕊一鱗）蕃　　　　　一　　　　　』　　　　『　　　　■　　　　甲　　　　『　　　　『　　　　1　　　　一
　灘　　　　　　　　　　　　　　　・　　　■　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　鱒鑛灘灘購騨轍轍藤

　、灘灘　講難
繋　　・　　灘．董盤

能．馨

　儀明　小堺俊夫さん

灘
職　
　
雛

　
　
　
鶴

　
　
　
　
撚

　
　
　
　
羨

　
　
　
　
　
馨

灘鰯　糞　
灘　
鞭

　
　
騒

　
　
嚢

　
　
　
聾

　
　
　
騨
、
灘

　
　
　
　
灘
、

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
欝

購

池尻　若井一男さん
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　　　　61年産米売渡状況　 （s61．11．11現在）単位：袋／30kg

限度数量 売渡数量 売　渡　の　内　訳
等　級　別　売　渡　数　量

1　等
上位等
級比率 2　等 3　等 規格外

う
　
　
　
る
　
　
　
ち
　
　
　
米

（81，020）

78，970

限度内
（74，928）

69，419

規格外
　（487）

　45

政府米 その他うるち 5，661 2，720 85．2 2，593 327 21

自
主
流
通
米

越　路　早　生 2，424 2，392 98．3 32

コシヒカ　リ 20，405 19，526 95．2 879

越　み　の　り 1，132 1，072 94．7 60

ホウネンワセ 2，184 2，184 94．2 霧娯
博慧箪

トドロキワセ 17，666 17，666 91．8
　，

ノ　　．4

騨罵　㌧　　セ

新　潟　早　生 10，185 10，185 94．1 N
心

はつこしじ 715 715 97．4

ξ．！、

フ
，

・　心

北　陸100号 38 38 100．O』 　製瑠　　’、’

五　百　万　石
8，982 98．9 2，986 5，972 24

72 ⑦A58㊥B14

小計
．（81，020）

78，970

（75，415）

69，464
69，464 56，498 94．2 6，608 6，313 45

も
　
ち
　
米

（2，965）

3，000

限度内
（2，358）

1，885

規格外
　（65）

　35

自
主
流
通
米

こがねもち 1，863 1，257 67．5 547 25 34

その他もち 46 22 47．8 22 1 1

陸　　も　　ち 11 一
11

小計
（2，965）

3，000

（2，423）

1，920
1，920 1，279 66．6 569 37 35

合計
（83，985）

81，970）

（77，838）

7f㍉384
71，384 57，777 93．5 7，177 6，350 80

注1．酒米の2等、3等は上位等級に含む。 2．（　）内の数字は前年度産米数量である。

　　　　主な品種の作付状況

継撫　薩灘置蔑、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、鱒

　　　　過去6ケ年の米の売渡状況

品　　　　種 作付面積 作付比率

コ　シ　ヒ　カ　リ 　　ha238．6
　　％
35．0

ト　ドロキワセ 172．3 25．3

新　　潟　　早　生 80．1 11．7

作付面積
　　（ha）

売渡実績
　　（袋）

限度数量
　　（袋）

限度数量
　　（％） 作況指数 五　　百　　万　　石 58．3 8．5

56 762 70，912 95，764 74．O 94
こ　が　ね　も　ち 44．5 6．5

57 741 88，134 95，180 92．6 108

ホウネンワセ 23．6 3．5

58 745 75，221 94，296 79．8 96
越　　路　　早　　生 22．0 3．2

59 729 79，527 84，900 93．7 102

そ　　　の　　　他 42．6 6．3
60 716 77，838 83，985 92．7 97

61 682 71，384 81，970 87．1 ？ 計 682．0 100．0

過去6ケ年の米の売渡状況
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今
年
で
六
年
目
と
な
っ
た
ナ
ス
は
、

収
量
・
価
格
と
も
に
豊
作
で
あ
り
ま
し

た
。
十
ア
ー
ル
当
り
収
量
は
約
六
ト
ン
、

販
売
高
で
九
三
万
円
と
な
り
、
こ
れ
は

米
の
五
～
六
倍
の
粗
収
益
に
相
当
す
る

も
の
で
す
。

　
来
年
か
ら
は
少
面
積
（
二
～
三
畝
）

の
農
家
を
増
や
し
た
い
と
農
協
で
は
部

落
懇
談
会
を
開
き
推
進
す
る
予
定
で
い

ま
す
。

　

蜷
　雛

撃
　
　
馨

昭和61年

　なす栽培農家数

鎌、

欝

撒

懸

　　騨
灘難

融

　
　
　
　
羅

　
　
　
灘

　
　
　
　
　

　
　
騒

　
　
　
麗
灘

麟鱒聾
羅

部　落　名 戸数

太　　　　　平 2
田　　　　　沢 2
池　　　　　尻 1
蓬　　　　　平 1
下　　　　　山 1
犬　　　　　伏 2
孟　　　　　地 1
滝　　　　　沢 5
海　　　　　老 1
田　　野　　倉 3
室　　　　　野 3

峠 1
合　　　　　計 23

…1…1、購ll　講1
講響霧 腱　　蓉　　糠 鱗蕪

…籔雑 藪韓 数、、難 響鱒 雑講難擁鱗騰礁轄難
瑳鞭　　　　、鐵

1欝…
『繋

　嚢
麗穣

　　　驚
欝麟，舗欝

　露
欝慧・、

　　　　　鶏
繰響誘、

　　　欝，1

簸
，

『
難
雛 雛一

　　　難
、麟羅1、

織1毒響遷鷺灘1 ・
、

欝蕊一 艶 霰，難誘 護鐡 畿麟醗・ 離離鍵

翻麟毒、、、、離． 籔． ・錨 董欝驚雛 婆灘 熱，蝋，嚇 鑛…鱒 一辮螺響

li灘箋　蘂機　．1、鎌、 難 鵠 露，慧欝 3盤 驚騰，馨6緩 韮，醗撚

　　　P

、1璃騨韓

績成納収こばた葉昭和61年

部落名 耕　作　者　数
耕　作

面　積

収　　量 収納代金
10アール当り 1kg当り

金　　額収　量 金　　額

東　山
戸
7 　a263．3 　kg6，630．5 　　円10，128，080

kg
252 　円384，659 　円1，527

犬　伏 4 152．8 4，030．0 6，194，515 264 405，400 1，537

孟　地 7 176．5 4，631．0 7，200，195 262 407，943 1，555

片桐山 3 49．0 1，441．5 2，172，660 294 443，400 1，507

滝　沢 2 47．6 1，182．5 1，695，995 248 356，301 1，434

蒲　生 2
　
　
燦 28．1 529．5 763，485 188 271，703 1，442

酷馨鱗灘各1嘉 122．9 3，226．0 4，805，675 262 391，023 1，490

合　計 33戸 840．2 21，671．0 32，960，605 258 392，295 1，521
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1
1
月
2
日
、
ま
つ
だ
い
町
農
協
主

催
の
第
七
回
農
業
祭
が
、
晴
天
に
恵

ま
れ
大
勢
の
人
出
の
中
、
各
種
催
し

物
が
行
わ
れ
終
日
賑
っ
た
。

　
3
日
に
は
、
蓬
平
の
芝
峠
き
の
こ

園
で
は
、
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
主
催
に

よ
る
第
二
回
「
き
の
こ
園
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
ナ
メ
コ
の

最
盛
期
と
な
り
、
町
内
外
か
ら
二
百

名
近
い
入
園
者
が
訪
れ
、
爽
や
か
な

秋
晴
の
中
、
大
島
の
チ
ロ
ル
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
ギ
タ
ー
演
奏
を
聞
き
な
が

ら
、
ナ
メ
コ
汁
の
味
を
楽
し
み
ま
し

た
。

る

きのこ園まつり
な

翫嚇　　盛会に終わ

●農業祭

、癒
朋
・

繕

嚇



11”ll”rII”lil””IIこうほう・まつだい（H月号）

　
ブ
ナ
や
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
林
を
貴

重
な
自
然
の
財
産
と
し
て
残
す
た
め

適
切
な
手
入
れ
を
行
い
、
緑
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
護
し
、
町
民
憩
い
の

森
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
に

室
野
城
山
地
区
と
松
代
熊
越
山
・
少

林
寺
山
地
区
の
二
ヶ
所
で
事
業
が
実

，
蝿

施
さ
れ
ま
し
た
。
広
大
な
ブ
ナ
林
の

中
に
は
散
策
路
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
、

格
好
の
森
林
浴
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
野
外
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

蕪　　　灘　嚢撫踊

讐

　
羅
響
謙
灘
嚢

　
　
灘
灘
購
難

脚
鍵

響
鞭
．
叢
蓼

撒
　
繋

　
》

欝
蒙
畿

馨
灘
　
燃

騒羅　聾灘　顯顯購齢岨瞳繋聾灘・騰　難．
　　　　　　謹灘難難懸鞠

轟聾撮講贈艦轟顯・　　　　　藻購謹響　辮覇
懸嚢覇灘嚢襯灘鍵

”
灘

蟷
艦灘灘

　
　
　
、
　
鎌

職
　
購
蝋
蝋
、

　
松
代
の
プ
ー
ル
の
上
に
あ
る
水
道

山
一
帯
が
本
年
度
緑
化
特
別
推
進
事

業
（
緑
の
宝
く
じ
助
成
金
）
に
よ
り

整
備
さ
れ
、
あ
じ
さ
い
と
桜
の
公
園

と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
七
百
株
、
八
重
桜
二
二

本
、
つ
つ
じ
二
百
本
が
植
え
ら
れ
、

来
春
に
は
花
が
咲
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
植
栽
に
は
松
代
町
造
林

組
合
が
設
立
十
周
年
記
念
事
業
に
よ

り
植
付
け
労
務
を
無
償
奉
仕
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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鐵蒲髭灘ill簗1　1叢（騨盤譲護き1鱗1轍ll謙鶴蜜ll藩籍騰難1離ll灘講　
本
年
も
1
2
月
2
7
日
dD
・
2
8
日
㈲
の

両
日
、
正
月
帰
省
バ
ス
が
東
京
上
野

か
ら
、
1
2
月
2
8
日
は
名
古
屋
か
ら
も

運
行
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
料
金

を
添
え
て
1
2
月
1
0
日
ま
で
に
役
場
職

（松代町運行分）運行計画スノく省帰月正

区　　　　分 東　京　～　松　代 名古屋　～　松代

乗　車　料　金 4．900円 5．900円

集　合場　所 上野公園バス駐車場付近 新幹線名古屋駅前

出　発　日　時

12月

　27・28日
集　合　　午前9時

出　発　　午前9時40分

12月

　28日
集　合　　午後8時

出　発　　午後9時

町到着時刻 （東京）午後4時ころ　　（名古屋）翌朝8時ころ

申　込　期　日 12月10日までに料金を添えて申込んでください。

業
係
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
2
9
日
は
東
京
・
松
之
山
間
を
松
之

山
町
で
運
行
し
て
お
り
、
松
代
ま
で

乗
車
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
集
合
場

所
・
料
金
等
は
当
町
と
同
じ
で
す
。

※※※※※※※※〉K※※※※※※※※※※※＞〈※※＞〈＞〈※※※※＞〈※※※※※※※※※＞〈※※※＞〈※

違
い
を
認
め
合
う
人
間
関
係
を

29

日
の
松
之
山
町
運
行
バ
ス
に
乗
る
驚
ず
・
受
験
者
の
受
け
取
り
方
は
さ

場
合
詔
し
込
み
も
松
代
町
役
場
贔
ま
ざ
ま
で
、
同
じ
解
答
は
一
つ
も
な

業
係
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
※
か
っ
た
そ
う
で
す
。

本
年
の
料
金
等
は
右
の
表
の
と
毒
「
＋
人
＋
色
・
と
い
暑
葉
も
あ

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
※
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
は
皆
、
顔

　
地
球
上
か
ら
戦
争
を
な
く
す
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
国
際
結
婚

す
る
し
か
な
い
　
　
こ
ん
な
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
争
い
ご
と
の
大
き
な
原
因
は
、

人
種
や
皮
膚
の
色
、
言
語
や
宗
教
、

政
治
・
社
会
体
制
、
価
値
観
な
ど
の

　
　
　
　
　

違
い
に
あ
る
。
国
際
結
婚
を
進
め
て

い
け
ば
、
こ
う
し
た
違
い
は
な
く
な

り
、
争
い
も
起
こ
ら
な
く
な
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

　
確
か
に
、
人
種
や
皮
膚
の
色
を
越

え
て
結
ば
れ
る
国
際
結
婚
は
、
相
互

理
解
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
す
べ
て
の
人
間
が
国
際
結
婚
す

る
と
な
る
と
、
現
実
に
は
、
到
底
不

可
能
な
こ
と
で
す
。

　
　
十
人
十
色
の
解
答

　
も
う
一
つ
、
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
会
社
が
、
入
社
試
験
で
受

験
者
に
ご
く
短
い
話
を
聞
か
せ
て
、

こ
れ
を
再
現
さ
せ
る
間
題
を
出
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
ん
の
一
、
二

分
間
の
短
い
話
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

●
人
権
週
間
●

⑤
内
』
㎜
製

　
　
臼
挺
「
レ

も
違
え
ば
、
も
の
の
見
方
、
考
え
万

が
違
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
受
験
者
の

受
け
取
り
方
も
、
皆
違
っ
て
当
た
り

前
な
の
で
す
。
も
し
も
解
答
が
す
べ

て
同
じ
だ
と
し
た
ら
（
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
）
、

そ
れ
こ
そ
「
没
個
性
で
規
格
化
さ
れ

た
人
間
ば
か
り
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
異
種
共
存
の
精
神
で

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
人

権
週
間
で
す
。
異
種
共
存
　
　
わ
た

し
た
ち
の
住
む
こ
の
世
界
に
は
、
人

種
や
皮
膚
の
色
は
も
ち
ろ
ん
、
考
え

方
や
価
値
観
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点

で
異
な
る
多
く
の
人
々
が
住
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
こ
う
し
た
違
い
を
な
く
そ
う

と
す
る
こ
と
よ
り
も
、
違
，
い
を
お
互

い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
な
が
ら
、

差
別
や
争
い
の
な
い
人
間
関
係
を
築

い
て
い
く
こ
と
の
ほ
う
が
、
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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蕪

　　　　　　　　謹　　　　　　　繍

』
瀬
、

臨

騒

翻
麹

艦
露
綴
盤
灘

轡
鐘

垂
．嚢

馨
繍
　
・

難

焔
■

　覇灘

町
営
メ
ロ
デ
ー
バ
ス
の
運
行
開
始
＼
の
整
理
転
換
が
急
激
に
進
行
し
つ
つ

よ
り
一
ヵ
月
た
ち
ま
し
た
。
沿
線
地

域
の
皆
様
の
ご
愛
顧
で
、
延
人
員
で

一
七
五
二
人
の
方
々
よ
り
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
マ
イ

バ
ス
、
お
ら
が
町
の
バ
ス
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
々
が
ご
利
用
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
町
営
バ
ス
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
は
、
松
代
町
役
場
総
務
課
ま
で

ご
一
報
下
さ
い
。
a
7
の
2
2
2
0
。

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
過
疎
地
に
と
っ

て
足
な
し
地
域
で
我
慢
す
る
か
、
あ

る
い
は
町
村
の
財
政
負
担
の
急
増
を

忍
ぶ
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
住
民
に

と
っ
て
も
町
村
に
と
っ
て
も
対
応
困

難
な
、
し
か
も
地
域
の
振
興
を
も
左

右
す
る
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
難
問
に
対
応
す
べ
く
当
地

域
で
は
、
今
後
の
交
通
確
保
の
あ
り

方
に
つ
い
て
地
域
利
用
者
の
方
も
交

松
代
・
松
之
山
地
域
乗
合
バ
ス

　
　
　
利
用
促
進
懇
談
会
を
設
置

　
地
域
住
民
の
足
を
確
保
す
る
こ
と

は
、
住
民
生
活
の
安
定
を
図
り
、
地

域
の
振
興
・
発
展
を
期
す
る
う
え
で

必
要
不
可
欠
の
政
策
課
題
で
あ
り
ま

す
。　

過
疎
地
に
お
い
て
は
、
人
口
の
減

少
、
マ
イ
カ
ー
の
増
加
に
よ
る
定
期

バ
ス
乗
車
人
員
の
減
少
の
た
め
、
バ

ス
路
線
の
維
持
運
営
が
困
難
な
地
域

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

国
・
県
で
は
運
行
確
保
の
た
め
助
成

施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
問
題
解

決
に
は
至
ら
ず
、
特
に
第
三
種
生
活

路
線
（
平
均
乗
車
密
度
5
人
未
満
）

に
つ
い
て
は
補
助
期
間
が
3
ヶ
年
と

な
っ
て
お
り
、
補
助
期
間
が
到
来
し

た
路
線
地
域
で
は
バ
ス
路
線
の
休
廃

止
か
、
町
村
に
お
け
る
代
替
バ
ス
等
＼

え
、
検
討
を
重
ね
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。回数券一家に一冊

券

つかってお得な

　　　　定期

毛

5
　
磐
癬
魚

つ
魯
、
象
　
　
　
　
尊
鄭

・轡驚嚇。ゼ側

窪轍誓1

篶蘭
癖麗

一
』曳ピドヒ撫

茎轡罐
3禽肉6舳2“

　
親
切
心
な
ど
で
、
停
留
所
で
待
っ

て
い
る
お
客
さ
ん
を
便
乗
さ
せ
る
と

そ
れ
だ
け
定
期
バ
ス
の
お
客
が
減
り
、

そ
の
分
町
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
制
度
、
こ
れ
を
、
地
方
バ
ス
路

線
維
持
費
補
助
金
制
度
と
称
し
、
俗

に
言
う
過
疎
バ
ス
で
す
。
平
均
乗
車

密
度
に
よ
り
第
一
種
生
活
路
線
（
1
5

人
以
上
）
第
二
種
生
活
路
線
（
5
人

以
上
1
5
人
以
下
）
第
三
種
生
活
路
線

（
5
人
以
下
）
と
な
っ
て
お
り
、
第

三
種
生
活
路
線
に
つ
い
て
国
は
廃
止

の
方
向
で
指
導
し
て
お
り
、
補
助
期

間
も
3
ヶ
年
で
打
ち
切
り
と
な
り
、

存
続
に
よ
る
赤
字
額
に
つ
い
て
は
全

額
町
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
6
0
年
度
町
の
負
担
額
は

第
三
種
生
活
路
線
2
系
統
で
三
七
一

万
九
千
円
、
桐
山
線
五
一
六
万
五
千

円
で
、
総
額
八
八
八
万
四
千
円
⑭
さ

ん
に
補
助
い
た
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
多
い
に
バ
ス
を
利
用
し

て
下
さ
い
ネ
。
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櫨

　
　
　
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
簿

調嚥
爽
瑚

▲屋外運動場に“商店街”ができました

縛
諾欝

騨
麟
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
麟
灘
鱗

藤
騨
、
ゼ

、

　
父
ち
ゃ
ん
い
な
い
　
あ
ざ
び
ろ
に

　
厳
し
い
冬
が
や
っ
て
釆
る

　
一
風
吹
け
ば
銀
世
界

難
、
ソ
リ
に
飛
釜
1
に
楽
優
ざ
騨
細
ぱ
い

藷
蹟
腿
ば
吹
ぎ
飛
螺

みんなで『あざびろの四季』をうたう

』，ヂ1騨撃覇庵，．
▲おじさん！焼いもください

　　　　　　繋

灘齢

麟も

恵
み
も
深
き
春
秋
の

灘
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織懸灘

覚

尋航
．

灘

簸
・
．

鞭

　灘縫聾

鄭

撚

〈ペッタン、ペッタン

　　親子でもちつき

雪に輝く　山々の

平和な姿　そのままに

日本の歴史　築きつつ

ともに進もう　手をとって

瑚

灘

轡 欝
灘

繋

騨

▲祝船をうたう

　　田野倉OOOO

　　　　　　　　　　　　　　　蝋麟　

曝灘　雛　　　　1，，嚢・藝欝
　　　　　　　　　　　藝
　蟹i　　　　　灘　　　Pl麟総灘’幅一一　　1灘　一

おじいちゃんから作っていただいた「俵みこし」「儀明まつり』だ論嚇　．欄”

　　　　　　　　　　わっしょい！わっしょい！　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響．『
　　はればれと……　　　　　　　　　　　　　　　、’『『『P　　　　　．　　灘

　　儀明の里に　春立てば

　　ほほえみかける　雪わり草
　　とり　　鶯も鳴き立つ　この里の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝壁　v　　　　　　　　灘　

、、灘

　　花咲き歌あり　さわやかな　　　　　　　　　　灘　　　　　一．、鰹、薫　　、，．r、．　．．

　　すがたうつして　伸びようよ　　　　　　　　　　　秋晴れの空のもと地域ぐるみの小運動会

　　　　　麟　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／嶽亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響
　　　　　　　　　　　　　噸攣

講購

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単々

綴懸1，　　灘懸轟・、．期鑓

飛
哲
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鵜

蠣

響

ゲートボール大会（老人会）

を応援する子供たち

纏
　
鑓

灘

　
購

．螺 馨

難

灘

華

平和の鐘は　高鳴れり

文化の日本　きずくため

行くてはいかに　はるけくも

励みいそしみ　進みなん

縄ない大会、おじいちゃん、おばあちゃん

　　父兄からも手伝ってもらう。

錘盤

畷

◎ 、
織

》

懸騨

鴇
噸万

レ
裟

鑓

墾

｛
肇
　

踊

雛

緯

灘
燃　　　 照

垂

遜

鞭

騒

櫛

鵬

磁　　　　　難

　　華　羅　・

　　　　　　羅

　　　　　　　　　舞　　　　　　　　　鯉騰懸
　　　　灘、羅

もちつき大会、早くできないかなあ～

灘

雪
に
嵐
に
　
色
か
え
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
籍

錐
鉾
わ
蹄
亀
灘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
鱗
鍵
獣
，
磁
棄
－
　
　
，
－
樋

　
　
　
　
　
o
　
　
　
㎜
．
箋
纏
織
難
繍
欝
　
　
　
　
酷

　
　
群
　
肱
　
㎜
嚢
，
難
聴
、
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
ぬ
　
　
ゆ
を
ぬ
む
ヤ

　
　
肋
“
は
錨
㎜
舗
麟
警
．
．
戴

　　“欝．

灘祭嚢慧、、轍

灘雛　無
　　　　　　　　撫

騰嚢

　
　
　



まつだい（II月号）こうほう1”””””ll””1“17



1””1”llIIllll””III”III””1””1”II”II”1”II”こうほう・まつだい（II月号）1”川1””1”lll”1””1””1川II”IIII”II””1”II””1”1”II””1”IIIIllllII”llll”llII”ll””1”1”IIII”1””1”ll”””II”1””””Ill””II”181”1”“IIII””1”1

▲
慣
れ
た
手
つ
き
、
腰
つ
き
で

　
　
餅
つ
き
を
す
る

　
　
　
　
お
父
さ
ん
た
ち

〉
『
あ
ん
こ
付
け
』
に
精
を
だ
す

　
　
　
　
お
母
さ
ん
た
ち

無ノ髄、購獅
1”1”111躍””ll””鼎”1”””肌

難

灘
　

韓灘

蕪，．

羅

撒搬

構灘

灘糊懸・

灘　
　
難
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圏
［
松
鶴
町
凹
塵
編
圏
圏
圏
四
闇
圏
囹
囹
圏
囹
圏
圏

鯛
囎
購
繍
纂
闘
鰐
蜘
罐
繭
圏
噸
畷
開

圃
鯛
魍
胴
圃
魍
腿
魍
鎚
魍
壷
圃
罐
囲
晒
盟
疑
魍
劇
圃

ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
翌
ヨ
謝
調
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

　
◎
部
落
の
区
長
と
区
長
代
理

　
明
治
二
十
二
年
以
前
の
戸
長
役
場

の
こ
ろ
は
詳
ら
で
は
な
い
が
、
そ
れ

以
後
昭
和
二
十
二
年
半
ば
ご
ろ
ま
で

は
、
村
会
（
今
で
は
町
議
会
）
の
議

決
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
、

　
明
治
二
十
八
年
度
第
一
回

　
北
山
村
会
第
○
号
議
案

一
、
当
村
大
字
田
代
区
長
○
○
○
○

　
及
び
諏
訪
峠
区
長
代
理
者
○
○
○

　
○
辞
職
ニ
ツ
キ
、
更
二
〇
〇
〇
〇

　
〇
ヲ
田
代
区
長
二
、
○
○
○
○
ヲ

　
諏
訪
峠
区
長
代
理
二
推
選
ス

右
議
決
候
也

　
明
治
二
十
八
年
三
月
二
十
七
日

　
東
頸
城
郡
北
山
村
々
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
○
○
㊥

　
　
　
　
　
議
員
　
○
○
○
○
○
㊥

　
　
　
　
　
　
〃
　
○
○
○
○
○
㊥

右
の
よ
う
な
次
第
で
続
い
て
き
た
と

こ
ろ
、
終
戦
と
な
り
昭
和
二
十
二
年

政
令
第
十
五
号
が
制
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
…
…
町
内
会
、
部
落
会
又

は
、
そ
の
連
合
会
等
に
関
す
る
解
散
、

就
職
禁
止
そ
の
他
の
行
為
の
制
限
に

関
す
る
政
令
…
…
で
あ
っ
て
、
各
部

落
の
区
長
等
団
体
又
は
組
織
の
代
表

者
と
な
る
こ
と
は
、
昭
和
二
十
二
年

四
月
一
日
以
降
は
認
め
ら
れ
な
い
。

解
散
せ
よ
と
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の

政
令
に
よ
り
部
落
組
織
、
代
表
者
た

る
区
長
の
制
度
は
認
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
従
っ
て
前
記
の
明
治
二
十
二

年
（
或
い
は
そ
れ
以
前
で
し
ょ
う
）

以
降
か
ら
続
い
た
選
任
の
議
決
は
必

要
と
し
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
現

在
ま
で
「
○
○
嘱
託
員
」
と
い
う
こ

と
で
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

◎
北
山
村
役
場
新
築
の
建
議

　
役
場
の
変
遷
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
っ
た
か
、
北
山
村
、
北

平
村
、
奴
奈
川
村
、
伊
沢
村
、
峰
方

村
、
松
平
村
の
当
時
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
、
古
文
書
が
見
当
ら
な
い
の
で

あ
る
が
取
敢
え
ず
、
北
山
村
に
つ
い

て
の
話
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
の
で
ご

批
見
を
仰
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
明
治
二
十
七
年
十
二
月
北
山
村
村

会
で
役
場
新
築
に
つ
い
て
建
議
が
出

さ
れ
た
、
そ
の
模
様
を
原
文
の
と
お

り
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

○
○
…
…
　
今
の
役
場
ニ
テ
（
㊥
こ

の
今
の
役
場
と
は
戸
長
役
場
か
ら
続

い
て
い
る
当
時
の
戸
長
で
あ
る
室
岡

剛
の
自
宅
で
は
な
か
ろ
う
か
。
）

事
務
取
扱
上
格
別
ノ
不
都
合
ハ
無
之

モ
一
大
欠
点
ト
ス
ル
処
ハ
、
土
蔵
ノ

ナ
キ
ナ
リ
、
万
一
火
災
等
ノ
変
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
つ

ン
カ
実
二
貴
重
ナ
ル
書
類
財
産
ヲ
鳥

有
二
帰
シ
噛
膀
ス
ル
モ
不
及
二
至
ル

一
名
ノ
宿
直
員
ア
リ
ト
錐
モ
、
到
底

防
禦
致
シ
難
シ
故
二
土
蔵
ノ
必
要
ア

リ
、
当
時
民
費
多
端
ノ
際
可
及
的
経

済
ヲ
至
ト
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
然
し

共
只
今
諸
君
ノ
知
ラ
ル
、
如
ク
借
館

料
ヲ
支
弁
ス
役
場
ノ
ア
ラ
ン
限
リ
之

レ
ヲ
計
算
ス
ル
ト
キ
ハ
、
数
年
ナ
ラ

ズ
シ
テ
新
築
ノ
費
ヲ
出
ス
ベ
シ
、
サ

レ
バ
一
方
二
於
テ
非
常
ノ
災
害
ヲ
避

ケ
一
方
ニ
ハ
経
済
ノ
上
策
ナ
リ
、
本

員
曽
テ
一
職
エ
ニ
予
算
ヲ
ナ
サ
シ
ム

ル
ニ
僅
力
三
百
円
内
外
ニ
テ
成
功
ヲ

ナ
シ
得
ベ
ン
ト
、
然
し
共
之
レ
ハ
役

場
ノ
ミ
ニ
シ
テ
土
蔵
ヲ
算
入
セ
シ
モ

ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
土
蔵
ノ
如
キ
ハ
小
ナ

ル
モ
可
ナ
ル
ベ
ケ
レ
バ
、
之
レ
ヲ
加

入
ス
ル
モ
四
百
円
内
外
ナ
ル
ベ
シ
、

又
、
役
場
建
築
ハ
何
故
ナ
ル
カ
未
定

ナ
レ
共
、
其
所
在
地
ヨ
リ
幾
分
ノ
寄

附
ヲ
望
ム
ヲ
得
ベ
シ
、
故
二
、
本
会

ヨ
リ
委
員
ヲ
挙
ゲ
テ
之
レ
ガ
設
計
ヲ

ナ
サ
ン
、
余
ハ
充
分
ノ
余
暇
ナ
キ
為

一
々
明
細
二
調
査
ス
ル
ヲ
得
ス
、
只

新
築
ノ
可
否
ヲ
謀
リ
詳
細
ナ
ル
事
柄

ハ
委
員
二
託
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
、

　
△
…
…
…
本
員
ハ
徹
頭
徹
尾
、
新

築
ヲ
不
可
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
○
○

ノ
言
、
至
極
結
構
ナ
リ
ト
量
モ
、
当

時
民
費
多
端
ノ
上
、
日
清
事
件
モ
諸

君
ノ
知
ラ
ル
ル
運
二
至
ル
、
之
レ
幾

年
ノ
経
続
ヲ
為
ス
ヤ
知
ル
ベ
カ
ラ
ス

吾
々
国
民
ノ
宜
敷
勤
倹
以
テ
経
済
ヲ

講
シ
国
家
ノ
為
メ
財
ヲ
郷
タ
サ
ル
ヲ

得
サ
ル
ベ
シ
、
且
現
今
ハ
一
名
ノ
宿

直
員
ア
リ
、
又
、
非
常
馳
付
人
夫
ノ

設
ケ
モ
ア
リ
非
常
ノ
際
ト
量
モ
充
分

防
禦
ハ
ナ
シ
得
ベ
ク
ト
考
テ
、
依
テ

本
員
ハ
建
議
ヲ
採
ラ
ズ
只
、
余
考
二

止
メ
置
カ
ン

　
○
○
…
…
本
員
ノ
建
議
ハ
是
非
ト

モ
採
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
モ
ノ
ナ
リ
、

経
済
上
格
別
ノ
困
難
ハ
無
之
ト
考
フ
、

　
△
…
…
前
言
ノ
如
ク
今
日
ハ
経
済

上
ナ
シ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ト

信
ス
　
且
ツ
近
来
ハ
益
々
米
価
ノ
騰

貴
ヲ
来
シ
、
人
民
ノ
困
難
察
ス
ル
ニ

余
リ
ア
リ
今
一
例
ヲ
挙
グ
レ
ハ
、
僅

々
タ
ル
畑
地
租
位
ス
ヲ
未
納
者
有
之
、

之
レ
ヨ
リ
推
セ
ハ
新
築
費
ノ
徴
収
誠

二
困
難
ナ
ラ
ン

　
×
×
…
…
本
員
ハ
建
議
ハ
至
極
結

構
ナ
レ
バ
奮
テ
賛
成
セ
ン
、
委
員
ノ

報
道
如
何
二
依
テ
ハ
見
合
ス
ル
コ
ト

モ
ア
ル
ベ
シ
、
故
二
、
建
議
ヲ
採
リ

委
員
ヲ
挙
ケ
ン
コ
ト
ヲ
賛
ス

　
議
長
．
．
：
：
最
早
、
論
旨
も
尽
キ
タ

リ
ト
考
フ
、
依
テ
採
決
セ
ン
、
建
議

ヲ
採
二
賛
成
ノ
諸
君
起
立
ア
レ

　
ム
番
ヲ
除
ク
外
　
　
総
記
立

「
以
下
省
客
ス
」

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日

　
　
北
山
村
会
議
長
○
○
○
○
㊥

　
　
　
　
〃
　
　
議
員
O
O
O
O
㊥

　
　
　
　
〃
　
　
〃
○
○
○
○
㊥

　
以
上
の
如
く
審
議
さ
れ
た
が
明
治

二
十
八
～
九
年
に
は
新
築
の
審
議
経

過
は
な
く
、
明
治
三
十
年
三
月
に
至

り
「
当
村
役
場
都
合
二
依
リ
大
字
田

野
倉
斉
藤
萬
蔵
方
へ
移
転
ス
ル
ノ
諮

問
二
応
ズ
」
と
村
会
提
案
あ
り
、
そ

の
際
、
田
野
倉
よ
り
仙
納
が
良
策
と

の
両
案
が
建
議
さ
れ
た
。
仙
納
設
置

案
は
、
明
治
三
十
年
四
月
一
日
か
ら

儀
明
が
北
平
村
へ
編
入
す
る
の
で
中

央
は
仙
納
と
考
え
ら
れ
る
…
と
の
案
、

　
仙
納
が
中
央
で
あ
っ
て
も
適
当
の

家
屋
が
な
い
か
ら
他
日
新
築
の
場
合

は
仙
納
に
移
転
す
る
と
し
て
今
日
の

処
は
諮
問
の
と
お
り
田
野
倉
と
す
る

こ
と
に
決
し
た
。
よ
っ
て
明
治
三
十

年
四
月
か
ら
北
山
村
役
場
は
田
野
倉

四
十
三
番
戸
（
今
の
一
五
六
五
番
地
）

斉
藤
萬
蔵
（
庄
ぜ
ん
）
宅
で
執
務
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
年
度
の
決
算
か
ら
み
る

と
役
場
借
上
料
は
一
カ
月
金
壱
円
、

宿
直
料
は
一
回
三
銭
と
あ
る
。

◎
明
治
二
十
六
年
の
北
平
村
役
場
の

宿
直
料
は
一
銭
五
厘
と
あ
る
）

　
村
会
議
場
の
借
上
料
は
一
日
金
五

〇
銭
と
あ
っ
た
．
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今
、
北
越
北
線
の
工
事
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
様

子
を
度
々
見
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
の
度
に
未
来
の
松
代
町
、
そ

し
て
駅
前
通
り
が
頭
に
浮
か
び
あ
が

っ
て
き
て
、
な
ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ

て
く
る
の
で
す
。

　
ま
ず
北
越
北
線
が
で
き
る
と
交
通

の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
十
日
町
に
買
い
物

を
し
に
行
く
と
し
て
も
、
自
動
車
や

バ
ス
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
早
く
、
便
利

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
雪
が
降
っ

て
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
け
ど
、

そ
れ
だ
っ
て
バ
ス
よ
り
は
少
な
い
と

思
う
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
交
通
の
面

で
す
ご
く
便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
私
の
頭
に
浮
び
あ
が
っ
て
く

る
松
代
町
や
駅
前
通
り
は
こ
ん
な
姿

を
し
て
い
ま
す
。

　
す
ば
ら
し
く
大
き
な
商
店
街
、
ア

宮
沢
賢
治
の
童
話
に
出
て
く
る
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
の
ま
ま
海
辺

に
再
現
し
た
三
陸
鉄
道
「
カ
ル
ボ

ナ
ー
ド
島
越
駅
舎
」

（
北
越
急
行
だ
よ
り
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

パ
ー
ト
が
た
ち
並
ぶ
住
宅
街
、
町
民

体
育
館
を
は
じ
め
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ス
キ
ー
客

が
ど
っ
と
お
し
よ
せ
る
ス
キ
ー
場
と

こ
ん
な
ふ
う
に
あ
げ
て
い
け
ば
、
き

り
が
な
い
ほ
ど
で
す
。

　
私
の
希
望
と
し
て
は
、
た
だ
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
も
な
く
、
一
つ
の

町
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
発
展
を
し

て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
、
私
は
先
ほ
ど
、
自
分

の
想
像
を
た
く
さ
ん
と
並
べ
ま
し
た

が
、
そ
れ
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

で
き
な
く
て
も
、
松
代
町
は
、
他
の

市
町
村
に
負
け
な
い
く
ら
い
発
展
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
松
代
に
は
立
派
な
町
民

体
育
館
が
あ
る
し
、
小
さ
い
け
ど
ス

キ
i
場
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
池
尻

に
は
松
代
町
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

郷
土
資
料
館
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
こ
の
あ
ふ
れ
る
よ
う
な

自
然
を
利
用
し
て
、
春
は
山
菜
と
り

ツ
ア
ー
、
夏
は
川
で
泳
ご
う
ツ
ア
ー
、

秋
は
キ
ノ
コ
と
り
ツ
ア
ー
、
冬
は
雪

お
ろ
し
ツ
ア
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
四

季
に
応
じ
た
ッ
ア
ー
を
開
催
し
て
み

た
り
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
将
来
、
こ
の
北
越
北
線
は

観
光
が
発
達
す
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
北
越
北
線
が
で
き

る
か
ら
、
ス
キ
ー
場
を
立
派
に
し
よ

う
と
か
、
公
園
を
つ
く
ろ
う
と
か
町

ぐ
る
み
で
考
え
て
い
け
た
ら
良
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
あ
げ
て
き
た
交
通
の
時
間

短
縮
、
観
光
の
発
達
は
二
つ
と
も
松

代
町
の
発
展
す
る
も
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
北
越
北
線
は
、
松

代
町
の
発
展
の
も
と
と
言
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
こ
ん
な
北
越
北
線
が
早
く
開

通
す
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
夷
神
を
祭
る
祭
礼
。
祭
り
の
日
取

り
や
態
様
は
土
地
土
地
で
著
し
く
異

な
る
。
七
福
神
の
神
像
で
、
夷
神
が

右
手
に
釣
竿
、
左
脇
に
鯛
を
抱
い
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
漁
村
で
は
漁
の

神
と
し
て
信
仰
し
、
初
漁
祝
い
を
夷

祭
り
と
呼
ぶ
。
商
家
で
は
商
い
の
神

と
し
て
信
仰
し
、
関
東
で
は
十
月
二

十
日
を
中
心
に
デ
パ
ー
ト
な
ど
が
、

夷
講
と
銘
打
っ
て
売
出
し
を
行
う
。

東
日
本
の
農
家
で
は
田
の
神
と
し
て

祭
る
。
八
百
万
の
神
々
が
出
雲
に
集

　
　
か
ん
な
づ
き

ま
る
神
無
月
（
十
月
）
に
、
夷
様
だ

け
は
留
守
を
守
っ
て
く
れ
る
と
し
て

十
月
二
十
日
に
祭
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
当
町
で
は
十
一
月
二
十
日
で
夕
食

に
豆
腐
の
さ
ん
ざ
食
い
を
す
る
。

◎
材
料

焼
豆
腐
…
…
昔
も
焼
豆
腐
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
今
み
た
い
に
店
か
ら

求
め
る
の
で
は
な
く
、
隣
近
所
の
お

母
さ
ん
方
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
。

こ
ん
に
ゃ
く
…
…
薄
く
そ
ぎ
切
り

里
芋
…
…
乱
切
り

人
参
…
…
乱
切
り

昆
布
…
…
一
セ
ン
チ
の
細
切
り

大
根
…
…
い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る

　
　
（
ざ
っ
と
煮
こ
ぼ
す
）

ご
ぽ
う
…
…
そ
ぎ
切
り

　
　
（
あ
く
抜
き
す
る
）

蓮
根
…
…
い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る

　
　
（
あ
く
抜
き
す
る
）

竹
輪
…
…
輪
切
に
す
る

八
つ
頭
…
…
適
当
な
大
き
さ
に
切
る

百
合
根
…
…
適
当
に

夏
菜
の
根
…
…
適
当
に

　
◎
作
り
方

①
大
根
、
里
芋
を
下
ゆ
で
す
る
。

②
竹
輪
、
昆
布
、
八
つ
頭
、
ご
ぼ
う
、

夏
菜
の
根
な
ど
固
い
も
の
か
ら
先
に

煮
た
た
せ
て
か
ら
残
り
の
材
料
を
入

れ
て
ゆ
っ
く
り
煮
込
む
。
材
料
が
や

わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
味
を
つ
け
る
。

砂
糖
…
…
隠
し
味
程
度
。

し
ょ
う
油
…
…
適
当
に
。

だ
し
の
素
な
ど
。

　
そ
の
家
庭
に
よ
っ
て
入
れ
る
材
料

も
違
う
よ
う
で
す
。
　
（
前
記
の
ほ
か

に
、
ぜ
ん
ま
い
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、
に

し
ん
な
ど
）
。
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去
る
八
月
二
十
四
日
、
新
潟
県
剣

道
連
盟
主
催
に
よ
る
昇
段
審
査
会
が
、

十
日
町
市
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
各
地
か
ら

の
受
検
剣
士
達
三
百
人
余
り
が
集
り

初
段
か
ら
三
段
ま
で
の
昇
段
審
査
を

受
け
ま
し
た
．

　
松
代
剣
道
教
室
で
も
昨
年
ま
で
五

名
の
初
段
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
中
学
二
年
生
の
六
名
が
見
事
初

段
に
合
格
い
た
し
ま
し
た
。
合
格
し

た
中
学
生
は
、
男
子
四
人
女
子
二
人

で
ほ
と
ん
ど
の
中
学
生
が
剣
道
教
室

を
開
催
し
て
以
来
五
年
間
か
か
さ
ず

教
室
に
通
い
続
け
て
、
技
量
を
伸
ば

し
て
き
ま
し
た
。
教
室
に
通
い
始
め

た
当
初
は
、
小
学
校
五
年
生
で
、
竹
刀

を
持
つ
の
も
重
た
い
ほ
ど
で
あ
っ
た

あ
の
頃
か
ら
、
体
の
成
長
と
共
に
自

分
の
努
力
に
よ
っ
て
剣
道
の
技
術
を

身
に
つ
け
『
初
段
』
と
い
う
練
習
の
成

果
を
授
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
見
お
も
し
ろ
そ
う
で
つ
ら
い
剣

道
に
、
夏
の
蒸
し
暑
い
時
も
、
体
の

凍
り
そ
う
な
時
も
、
道
場
に
力
い
っ

ぱ
い
の
気
合
い
を
入
れ
て
練
習
に
打

ち
込
ん
で
き
た
気
持
を
忘
れ
ず
に
こ

れ
か
ら
も
上
の
段
を
目
指
し
な
が
ら

立
派
な
人
格
を
養
っ
て
行
く
事
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
合
格
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
剣
道
初
段
合
格
者

五
＋
嵐
紀
彦

鈴
木
修
一

鈴
木
　
正
和

柳
　
　
志
朗

鈴
木
綾
子

鈴
木
奈
穂
子

小
荒
戸

松松松松松

代代代代代
善
助

福
蔵

松
里

清
栄
屋

樋
屋

和
美
屋

　
十
一
月
十
六
日
（
日
）
年
令
・
体

力
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な

カ
ら
　
日
常
生
活
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ

を
実
践
す
る
目
的
で
、
婦
人
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
体
育
館
を
会

場
と
し
て
、
当
日
即
席
の
チ
ー
ム
な

ど
を
含
め
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
、
外

は
冷
た
い
雨
が
降
り
寒
い
日
で
し
た

が
、
選
手
達
は
汗
を
か
き
な
が
ら
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
　
松
代
チ
ー
ム

ニ
位
　
蒲
生
チ
ー
ム

三
位
　
田
野
倉
チ
ー
ム

三
位
　
混
成
A
チ
ー
ム

　
十
一
月
九
日
、
午
前
八
時
三
十
分

若
山
勝
男
君
（
松
代
中
学
校
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
）
の
力
強
い
選

手
宣
誓
を
合
図
に
、
第
一
回
町
民
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
教
室
に
通
う
中
学
生
チ
ー
ム
を

含
め
、
十
三
チ
ー
ム
（
総
勢
約
九
十

名
）
も
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
予
想
外
の
反
響
に
主
催
者
側
も
う

れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
大
会
に
は
、
懐
し
い
名
選
手
に

も
数
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
日
頃
の
自
主
ト
レ
が
少
し
不

足
し
て
い
た
の
か
、
中
、
高
校
生
チ

ー
ム
と
の
戦
い
で
は
、
前
半
の
「
名

勝
負
」
も
、
後
半
は
走
り
負
け
し
て

し
ま
っ
た
様
で
す
。

　
協
会
と
し
て
、
初
め
て
の
試
み
で

あ
り
ま
し
た
こ
の
大
会
は
、
決
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
は
進
行
い
た
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
何
と
か
無
事
終
了
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
陰
な
が
ら
御

協
力
い
た
だ
い
た
方
、
そ
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
選
手
の
み
な

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

尚
大
会
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
優
勝
　
　
ス
ー
パ
ー
ド
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
（
町
内
2
8
才
有
志
）

　
準
優
勝
　
エ
イ
リ
ア
ン
H

　
　
　
（
町
内
2
5
～
2
7
才
有
志
）

3
位
　
　
コ
ブ
ラ

　
　
　
　
　
（
町
内
2
9
才
有
志
）

4
位
　
　
高
校
三
年
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
高
校
女
子
チ
ー
ム

特
別
賞
　
中
学
女
子
チ
ー
ム

最
優
秀
選
手
賞
　
小
堺
久
美
子

　
　
　
　
（
高
校
女
子
チ
ー
ム
）
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顧　　　　　　　　　一

　　　パート2

＠腰躯る分

　纏酊糊
“思いやり”はカッコワルイか

　中学生という年齢は、物事を純粋にとらえる

傾向が強く、一般的に言って、一生のうちでも

最も強く正義感を胸中にたぎらせる時期です。

しかし、こうした純な心、正義感がそのまま世

の中に受け入れられるかというと、必ずしもそ

うではないようです。

■打ち砕かれた正義感

　二人兄弟の長男で、父親の教育方針のもと正

義感が強く、いつも「長いモノに巻かれるとい

う安易な気持ち」を戒められて育ったある中学

生は、電車の中で次のような後味のわるい体験

をしました。

　車中でタバコを吸っている三人の高校生に対

して、周りの大人が何も言わないし、持ち前の

正義感から、ひとこと注意を促しました。結果

は、三人になぐられ、中学生もそれに対抗……

その挙句、半ば車中の暴力事件として補導され
ました。

　彼にしてみれば、皆が迷惑しているから注意

しただけなのに……、学校にも届けられ、ケン

カとして処理されました。　「三人対一人ではか

ないっこないのだから、注意などすることはな

い」などという大人のホンネも耳に入ってきま
した。

　この一件以来、彼は、他人が困っていようと

自分に関係のないことにはタッチしないという

一線を、心の中に引いてしまったというのです。

　中学生同士の間で、正義感や思いやりの心を

ストレートに出すと、　「ダサイ！」という反応

が返ってくるのが常です。

　「ええカッコするなよ！」と冷やかされたり、

「あんたはエライ！」などとマンガロ調でから

かわれたりします。これでは、内心、正義感に

燃えていようとも、ストレートな形で表現する

ことにとまどいを感じるのは、むしろ当然とい
えます。

■奉仕は好きなヤツがやればいい

　しつけの項目の中でも最も一般的なのは「他

人に迷惑をかけるな」という教えです。子供は小

さいうちから、この言葉を何回となく聞かされ

て育ちます。半面、　「いつも他人を思いやれ」

という言葉は、　「迷惑をかけるな」ほどには、

子供は耳にしません。

　「関係ないだろう」と彼らは口ぐせのように

よく言います。このひと言は、他人に迷惑をか

けないなら何をしたっていい、という気持ちを

象徴しているように思えます。他人に対する思
いやりの心は二の次となり、　「奉仕は、それが

好きなヤツがやればよい」　「オレには性格的に

向いていない」などと、その時々のフィーリン

グのレベル、あるいは性格的に合っているかど

うかで判断されることが多いようです。

　中学生に何か物事を頼むと「何くれる？」「お

みやげは？」と、どの子も必ずといっていいほ
ど見返りを求めます。

　小さいころから、親の手伝いをすると何かご
ほうびがもらえる。夏休みに町の清掃やラジオ

体操に参加すると、鉛筆がもらえる　　物の豊

かな時代に育った子供たちです。親は良かれと

思って“報償”を与え、子供もごく自然にそれ

を受け入れてきました。しかし、中学生ともな

ると、鉛筆1本では“不服”を訴えるようにな
ります。ましてや、何の見返りのない行為など、

それこそ“好きな人間がやればいいケというこ

とでしょうか。

　現代ヤングの思いやり、奉仕のあり方につい

て、改めて考える時期にきているように思われ
ます。

岩佐壽夫　家庭ケースワーク研究所所長
　　　　東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

池
田
ミ
子
　
7
5
歳

若
月
作
蔵
　
9
2
歳

柳
　
軍
治
　
7
9
歳

井
上
秀
太
郎
7
9
歳

牧
田
最
治
　
7
9
歳

桑
原
キ
タ
　
8
0
歳

市
川
政
吉
　
7
0
歳

市
川
ヒ
ロ
　
9
0
歳

田
野
倉
　
富
恵

海
老
　
喜
兵
衛

苧
島
新
屋
敷

寺
田
原

峠
　
　
小
沢

桐
山
政
工
門

松
代
政
美
屋

松
代
又
兵
衛

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

佐
藤
　
精
　
父
和
男
・
母
由
紀
子

　
　
（
二
男
・
千
年
・
八
郎
兵
衛
）

山
本
千
秋
　
父
一
男
・
母
明
美

　
　
　
（
長
女
・
孟
地
・
堂
の
下
）

石
野
愛
美
　
父
正
彦
・
母
幸
子

　
（
長
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

相
沢
健
司
　
父
春
男
・
母
和
美

　
（
二
男
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

鈴
木
久
代
　
父
孝
雄
・
母
八
重
子

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
福
栄
屋
）

伊
藤
孝
夫
　
父
和
男
・
母
廣
子

　
　
　
（
長
男
・
室
野
・
駐
在
所
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

相
澤

吉
川
静
代

　
（
松
代
・
清
瀬
屋
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

十
月
受
付
分

児
籍
の
窓
ロ
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上越地域消防事務組合

，
．
蒙
蓑
幽

財政状況のおしらせ

　組合の財政状況について、組合管内の皆さんに良く理解

していただくために毎年2回財政状況を公表することにな

っていますが、今回は昭和60年度一般会計決算（見込）と昭

和61年度一般会計の9月末現在の状況をお知らせします。

籔
矧今曜

巻今圓

翻・癒
防災
、　⑬ンリーズ

1．昭和60年度決算見込の状況（性質別）

歳　　　　　入 歳　　　　出

区　　分 金　額 構成比 区　　分 金　額 構成比

L分担金及び

負担金
　 干一円

1，556，219
　％
93．6 L人件費

　 干円
1，357，820

　％
82．6

2．使用料及び

手数料
6，939 0．4 2。物件費 128，181 7．8

3，財産収入 21，197 1．3 3．維持補修費 1，187 O．1

4，寄附金 0 O 4補助費等 8，014 0．5

5繰越金 32，889 2．0
5．普通建設

事業費
52，925 3．2

6．諸収入 45，28！ 2．7 6．公債費 46，872 2．9

7．積立金 47，769 2．9

計 1，662，525 100．O 計 1，642，768 100．0

日
曜
大
工
も

　
　
下
手
す
り
ゃ
火
を
吹
く

　
念
願
か
な
っ
て
よ
う
や
く
二
階
建

の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
H
さ
ん
、

移
転
し
て
間
も
な
い
日
曜
日
、
奥
さ

ん
に
台
所
に
吊
り
戸
棚
を
取
付
け
て

ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、
壁
に
木
ネ
ジ
を

ネ
ジ
込
み
、
吊
り
戸
棚
を
は
め
こ
ん

で
居
間
の
片
付
け
を
し
て
い
た
ら
、

隣
の
A
さ
ん
が
大
声
を
あ
げ
て
叫
ん

で
い
る
の
で
急
い
で
建
物
の
外
に
出

て
み
る
と
、
二
階
の
軒
先
か
ら
白
い

煙
が
出
て
い
た
の
で
「
火
事
」
と
大

声
で
近
所
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
消

1，662，525千円

1，642，768千円

　19，757千円

計
計
額

　
　
　
引

合
合
差

　
　
　
出

入
出
歳

　
　
　
入

歳
歳
歳

防
署
へ
知
ら
せ
た
。

　
こ
の
火
災
は
吊
り
戸
棚
を
取
付
け

る
際
に
、
木
ネ
ジ
が
壁
内
の
電
気
配

線
に
触
れ
て
被
覆
を
き
づ
つ
け
た
た

め
発
熱
し
、
シ
ョ
ー
ト
す
る
と
き
の

ス
パ
ー
ク
に
よ
り
断
熱
材
を
包
ん
で

い
る
外
被
（
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
を
包
ん

で
い
る
銀
色
の
物
）
に
着
火
し
壁
か

ら
一
階
の
天
井
裏
、
二
階
の
壁
、
小

屋
裏
と
燃
え
移
っ
て
い
っ
た
も
の
で

し
た
が
、
発
見
が
早
く
、
又
、
消
防

署
へ
の
通
報
も
速
や
か
で
あ
っ
た
の

で
、
大
事
に
至
ら
ず
消
火
す
る
こ
と

が
で
き
た
．

　
”
防
火
の
大
役
あ
な
た
が
主
役
”

即ノ昂御齢卿昂卿ひ槻昂桝昂卿鼻卿昂槻昂槻島雌昂肋

2．昭和61年度予算執行状況（61，4．！～61．9．30）

歳　　　　　入 歳　　　　　出

区　　分 予算額 収入済額 区　　分 予算額 支出済額

L分担金及び

負担金
　　千円
1，615，831

　 干円

915，645 1議会費
干円

2，475

干一円

68

2，使用料及び

手数料
6，828 4，147 2，総務費 1，836，354 765，796

3。財産収入 75，412 63，062 1，総務管理費 1，828，883 762，639

4．寄附金 1 0 ω一般管理費 1，801，480 760，063

5，繰入金 70，000 O
財政調整

（2）塞金費 27，403 2，576

6，繰越金 19，757 19，757
2，特，融域

防火対策費
7，471 3，157

7，諸収入 34，923 15，647 3，公債費 42，423 21，333

8組合債 60，000 04，予備費 1，500 0
計 ！，882，752 1，018，258 計 1，882，752 787，197

～
り
§
り
§
〕
§
リ
ミ
リ
§
〕
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
§
〕
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
§
り
§
り
§
リ
ミ
リ
ミ
9
ミ
リ
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

昂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

薗
軸
欝
鰹
．
團
隔
鍛
錯
…

脇
　
　
　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
で
初
段
。
　
　
　
　
　
1
0
分
で
2
級
、
5
分
で
初
段
。
　
　
脚

創
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

卿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
角
昂

齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
四
五
六
七
八
九

23546
乎 呈

銀 正

等 飛 乎

欝 歩 歩

　
　
　
　
　
　
　
詰
碁
・
詰
将
棋
の
正
解
は
2
4
ぺ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

リ
§
り
N
ミ
述
り
§
〕
ト
§
ミ
リ
ミ
黛
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ト
§
リ
ミ
リ
ミ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
§
リ
ミ
リ
ミ
リ
§
リ
ミ
リ
ひ 岬昂階』黙僧昂卿ハγ』脚「一〃ツ昂”P御昂川酔』い〃ヴ〔御』勝
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　文
芸

9

誠識
，一　一

　　、‘

　　　「
　　　＝

一
し一

『

一翼

短
歌山

芋
の
歌

　
　
　
　
　
　
草
野
　
和
作

山
芋
を
掘
ら
ん
と
来
た
る
霧
の
中

す
で
に
来
て
い
し
人
の
声
す
る

き
ら
き
ら
と
山
の
紅
葉
の
陽
に
映
え

て
わ
れ
の
掘
り
た
る
山
芋
太
し

辛
苦
し
て
掘
り
し
山
芋
ご
つ
ご
つ
と

農
に
働
く
手
の
よ
う
に
太
し

い
ま
し
掘
り
た
る
山
芋
提
げ
て
帰
る

道
離
村
の
友
の
顔
想
い
出
ず

春
は
山
菜
秋
は
山
芋
取
れ
る
村
五
十

才
過
ぎ
て
離
れ
し
友
は
も

つ
れ
だ
ち
て
山
芋
掘
り
た
る
日
も
あ

り
ぬ
離
農
せ
し
友
し
の
び
と
ろ
ろ
食

む※
と
ろ
ろ
汁
に
偲
ぶ
離
農
の
友
。
こ
の
山
の

　
幸
、
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
も
の
。

　
し
ぶ
み
句
会

コ
ス
モ
ス
の
揺
る
る
が
程
の
風
生
る

　
　
　
　
　
て
の
ひ
ら

掲
き
た
て
の
掌
に
透
く
今
年
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

稲
架
解
く
も
一
日
だ
け
の
日
和
か
な

留
守
三
日
い
よ
よ
色
濃
き
実
む
ら
さ

き
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
く

刈
田
道
往
き
交
う
言
葉
作
柄
の
こ
と

コ
ン
バ
イ
ン
月
の
ぼ
ら
ざ
る
田
の
く

ろ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

病
床
に
竜
胆
一
枝
老
尼
僧

山
襲
に
陽
の
さ
し
こ
み
て
浮
く
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

大
寺
の
奥
深
ま
り
て
暮
の
秋

山
あ
い
に
咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
蕎
麦
の

　
　
　
　
ゆ

花
　
　
　
．
　
　
　
　
喜
沙

秋
深
む
峯
よ
り
風
の
吹
き
お
ろ
す

白
鷺
の
刈
田
に
降
り
て
餌
を
漁
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

手
作
り
の
芸
術
祭
や
文
化
の
日

見
下
ろ
せ
ば
街
は
か
す
か
に
城
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

雁
が
峰
初
雪
の
来
て
気
ぜ
わ
し
く

落
葉
焚
く
中
よ
り
芋
の
匂
い
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

釣
り
の
道
は
る
か
来
に
け
り
薄
の
穂

新
米
の
香
り
も
甘
き
今
朝
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

沢
田
稲
刈
り
終
え
稲
田
刈
り
終
わ
る

風
呂
加
減
熱
目
が
嬉
し
時
雨
る
る
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

欠
席
の
友
の
う
わ
さ
や
敬
老
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

紅
葉
せ
る
深
坂
に
初
雪
残
る
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

工
事
場
の
一
時
停
止
や
稲
架
匂
ふ

国
道
に
籾
干
す
こ
と
も
深
山
住
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た

ひ
ら
ひ
ら
と
棚
田
さ
ま
よ
う
草
の
紫

定
期
バ
ス
待
つ
ら
し
老
の
懐
手

雑
木
紅
葉
「
婆
転
が
し
」
と
い
う
山

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

は
　
さ
ぶ
す
ま

稲
架
襖
囲
み
我
が
家
は
灯
も
見
え
ず

研
ぎ
減
り
し
鎌
振
り
か
ざ
し
豆
を
刈

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽
　
風

雪
室
の
暗
き
に
菊
の
鉢
を
置
く

豆
稲
架
を
残
し
十
日
夜
迫
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

木
の
葉
落
ち
明
り
増
し
け
り
教
務
室

熱
燗
に
耳
た
ぶ
押
え
恵
比
須
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

黄
落
が
舗
装
道
路
を
埋
め
つ
く
し

山
の
端
に
熟
れ
し
柿
あ
り
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

鳴
り
渡
る
托
鉢
の
鈴
菊
か
お
る

娘
に
送
る
新
米
背
な
に
夕
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

素
裸
の
大
根
に
雨
風
邪
心
地

雨
脚
を
風
が
押
し
ゆ
く
冬
立
つ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

妻
の
肩
凝
り
し
は
判
茎
剥
ぎ
し
よ
り

わ
が
咳
に
つ
ぐ
妻
の
咳
夜
の
時
雨

霰
来
て
テ
ッ
チ
ョ
南
蛮
い
よ
よ
赤
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

園
芸
一
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

　
方
言
、
ヌ
ノ
バ
、
ノ
ノ
バ
と
呼
び

こ
の
辺
の
山
菜
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
。

　
早
春
ま
だ
土
の
顔
が
少
い
頃
に
つ

ん
で
山
の
幸
の
香
り
を
味
う
も
の
で
、

花
は
八
月
か
ら
十
月
頃
ま
で
可
れ
ん

な
つ
り
が
ね
状
の
小
さ
な
花
を
つ
ら

ね
る
、
各
地
の
日
当
り
の
よ
い
草
原

や
山
す
そ
に
群
生
し
、
茎
の
高
さ
は

60
糎
～
9
0
糎
位
の
多
年
草
で
あ
る
。

お
い
し
い
食
べ
方
（
若
葉
）

　
て
ん
ぷ
ら
、
お
ひ
た
し
、
ピ
ー
ナ

ッ
あ
え
、
汁
の
実
等
で
、
根
は
煎
じ

て
、
せ
き
、
震
、
気
管
支
炎
等
に
効

用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

1

　
　
　
・
藩

難
・

〈
詰
碁
正
解
〉

白
1
の
マ
ガ
リ
が
好
手
で
以
下
5
ま

で
別
々
に
二
眼
で
生
き
。

”5

騒
3

〈詰将棋正解〉1三銀成、2一玉，

4三角、同金、2四飛、3二玉、

2二飛成まで7手詰め。

〈解説〉1三銀成を同玉と取るな

ら、3一角、2三玉、2四歩、1
二玉、3二飛成の詰み。したがっ

て1三銀成に2一玉とかわします
が4三角の妙手で玉をとらえます。

し　　　　　　　　　　　　　〕
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